
別記様式（第２条関係）
別記様式第１号（第６条関係）

申請者との続柄

長男

長女

申請者との続柄

本人

母

　振込先口座

希望する番号を１つ
○印で囲んでくださ
い。

※注意事項：④～⑧の支給要件のいずれかに該当する場合で、(1)保護者、(2)保護者と同居している人、(3)別住所の配偶者のうち、当該年の１月２
日以降に可児市に転入した方がいる場合は、その方の所得課税証明書を必ず添付してください。
所得が未申告の場合は、１月１日の住所地において市県民税の申告が必要です。

　⑥　国民年金保険料の減免を受けている。 
国民年金保険料免除・納付猶予申請承認通知書の写
し　※下記の注意事項参照

　⑦　国民健康保険税の減免又は納付の猶予を受けている。 
国民健康保険税の減免決定通知書・徴収猶予決定通
知書の写し
※下記の注意事項参照

　⑧　その他、経済的な理由等により児童生徒の就学が困難となる特別な事情がある。
　（具体的に理由を記入してください。）
理由：夫が3年前に無くなり、遺族年金と私のパート収入で生活しています。遺族年金受給のた
め、児童扶養手当を受けることができません。母も働けず生活がギリギリのため申請します。

※下記の注意事項参照

　③　児童扶養手当を受けている。 児童扶養手当証明書の写し

　④　市町村民税が非課税になっている。　 ※下記の注意事項参照

　⑤　市町村民税の減免を受けている。 
市税等の減免等決定通知書の写し
※下記の注意事項参照

該当要件 必要書類等

　①　生活保護を受けている。 添付書類不要

　②　生活保護が停止又は廃止された。 停止又は廃止証明書の写し

＊就学援助費支給の該当要件（該当する要件の番号を１つ○印で囲む）

　・　　・ 有　・　無

　・　　・ 有　・　無

　・　　・ 有　・　無

　①　継続申請で昨年度と同様の保護者口座

　②　新規申請など、前年度と異なる保護者口座
　※　振込先口座が確認できる書類（通帳の写し等）を添付してください。

××商事（パート） 有　・　無

可児　はる S●・2・2 無職（年金受給） 有　・　無

　・　　・ 可児市立　　　　　 　　　学校 年

　世帯の状況

児童生徒以外で、同
一住所の人全員を記
入してください。
（配偶者が別住所に
いる場合は、その人
の名も記入してくだ
さい。）

氏名 生年月日 職業・在学・在園名等 収入

可児　花子

　　児童生徒

申請日現在の学年を
記入してください。

氏名 生年月日 学校名 学年

S△・5・5

可児　太郎 　H〇 ・　１　・1 可児市立　○○中　学校 1　　年

可児　愛子 H□・1・1 可児市立　○○小　学校 4　　年

要保護・準要保護児童生徒就学援助費支給申請書 兼 承諾書 （ 新規 ・ 継続 ）

  可児市教育委員会　様
　（学校長  様）

　可児市要保護及び準要保護児童生徒就学援助費支給要綱第６条の規定により、必要書類を添えて、申請しま
す。
　なお、申請にあたり、次の事項について、承諾します。（□にチェックをしてください。）
　□　教育委員会が、私及び同一住所の者の所得状況、世帯状況、児童扶養手当の受給状況等について、就学
援助の認定の審査（年度途中における給付基準の適否確認を含む。）に必要な範囲で確認すること。
　□　社会福祉法人可児市社会福祉協議会に対し、審査結果等を必要な範囲で情報提供すること。
　□　学校徴収金及び学校給食費について未納が生じた場合は、就学援助費を学校徴収金及び学校給食費に充
当することに同意し、就学援助費の請求、受領及び返納に関する一切の権限を学校徴収金にあっては校長に、
学校給食費にあっては市長に委任すること。
 　 （可児市立学校へ転校した場合、これらの委任行為は転校先の校長に移ることとします。）
　□　就学援助費の過受領の場合は、教育委員会が指定する期日までに、過受領した就学援助費を返納するこ
と。

　　　　　　年　　月　　日　　　申請者（保護者）

保護者住所
〒509－0292
可児市　広見一丁目1番地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号　0574　－　62　　－　1111

＊学校教育課使用欄

N ／ H

Y J H

令和 年度

（ ）

① 新規か継続に

○を付けてください。

記入例

② 承諾事項をお読みになり、✓を入れてください。

③ 署名又は記名押印してください。

可児 花子
可
児

④ 保護者の住所、電話番号等の記入をして下さい。

⑤ 児童生徒の氏名、続柄、生年月日等を

記入してください。

⑥ 申請時点での学校名、学年を

記入してください。

⑦ 世帯全員（同居家族全員）の氏名、続柄、

生年月日等を記入してください。

同居人についても記入してください。

※配偶者が別世帯、別住所にいる場合

（単身赴任等）も記入してください。

⑧ 希望する番号に〇をつけてください。

⑨ 該当する要件１つに○を付けてください。

写し等の書類を必ず添付してください。

⑩ 申請理由⑧の場合には、理由欄に家族状

況・生活状況等を詳しく記入してください。

※詳しくは裏面【補足】参照

✓

✓

✓
✓



【補足】該当要件８番（経済的な理由）の理由欄について

家族状況や生活状況について、詳しく記入してください。

※不明点はお問合せさせていただく場合があります。

①18歳以上で働いていない人がいる場合

　働いていない理由を明確に記入してください。

　病気療養中のため／〇月に退職し現在求職中／子どもが小さく面倒をみるため　など

②ひとり親家庭だが、児童扶養手当を貰っていない場合

　児童扶養手当を貰っていない理由を記載してください。

　遺族年金受給のため／離婚調停中のため／収入が多いため　など

③　住民票だけ残して別の住所に住んでいる人がいる場合

　いつから住んでいないか、生計が別かどうかを記入してください。

　〇〇は、〇年前から〇〇県〇〇市に住んでおり、生計は別です　など

④離婚していない（調停中含む）配偶者が別住所におり、別生計である場合。

　（※配偶者を同一生計配偶者として所得税などの控除を受けている場合には、同一生計とみなします。）

　生計が別であること、生活費の援助を受けていないことを明記してください。

　現在離婚調停中です。〇〇は県外〇〇市に住んでおり、生計が別で生活費を貰っていません。　など

第２面


